
III. 教育活動の概観

本所は研究活動と共に教育活動にも霊点をおいて活躍している．すなわち，本所は京京

し，ほとんどすべての教官が本学の本郷キ

ャンパスにおいて請義や演習を行なうほか，本所においては研究，実険などの実地教育を

行なっている・ 坦在本所教官の指尊を受けている大学院学生は 45年度において修士諜程

118名， 博士陳祖 69名である． これらの教育は当研究所の第一線の研究と融合し， わが

「］の将来をになう研究者，教育者，齊級技術者として社会に送り出されている．

上記のように，高級技術者の五成も本所の使命の一つで，大学院制度によるもののほか

又詑研究旦，研究生等の制度があって，これらの研究旦，研究生は各研究室において一定

期間ある事項について研究に従事したり，研完や実険を助けつつ技術を修得し，社会に送

り出されている．

そのほか教育活動の一環として高級技衛者を対象とした講習会を本所の外郭団体生肥技

本所の協力で倍年1開催している．

1. 大 学 院

本所の教官の関係する大学院コースは工学系研究科中の土木工学，建築学，機械工学，

庄業機械工学，舶用搬械工学，桁密機械工学， 船舶工学， 電気工学， 霞子工学， 物理工

学，冶金学，工業化学，合成化学，化学工学，各専門諜程および理学系研究科の物理学諜

程であり， nu和 45年度1こおいて次表のような講義および演習などを担当している．
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目

工学系

A. 土木工学

交通路工学特論(I), 土買工学実験および演習(I), (JI), 交通および部市
計画実験および演苦(I)

写真測砿土木工学演習(I), (II), 測鼠学演習

水文学特論，河川工学特論，河海工学実験および演査(I), (II) 

応用力学特論(II),地震工学実験および演習(I), (II) 

土質工学特論(Irr), 土質工学特論土質工学実験および演習(I), (JI) 

鉄筋コンクリート工学特論(I),鉄筋コンクリート工学実険および演習
(I), (II) 

耐震工学特論，土木構造実験および演習

交崩路工学特論(I), 同演習，土木解折法，交遥および部市叶圃実険および
狐習(I)

B. 建築学

環塙謁整工学(Irr)

建築計画学(Irr)汽 (IV)
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X印は尉年

職名 氏 名

： 

教授 II足埜 和

II 丸安隆和

井口昌平

II I久保麿三郎

助教授 1三木五三郎

小林一輔

,, 
l田村重四郎

II 越 正毅

教授 勝田高司

" 池辺 四



建策構造学(IX)

環埠調整工学(ff)

建築史学(Iv)

建笈構造学(v])X

建策；；十両学(Iii)x, (Iv) 

建築構造学(V)

建築構造学(IX)

c. 機械工学

有限要素法，械拭工学特別実験(I)

凱性学特論，機械工学演刑（材料力学B)

材料強度論，械械工学特別実験 (I)

朔性加工学特論，工作法演罰機械工学特別実検

車輻工学特論A, 械械工学特別演習(II)

機械工学特別演阿(II), 流体力学油軒 B

機械振勁学B, 械械工学特別実験(I), 機械工学特別演肝ICI), (JI) 

流体力学特論A,特論機械工学特別演四(I),機械工学特別丈険(I)

流体力学A
I) 
I) (エ作法A)

機械振勁学B, 機械工学特別演]!'/(I)(機械力学B)

有限要素法，材料力学油密B, 機械工学演阿（材料力学B)

D. 産業機械工学

原子力機械工学

工作機械特論，機械工学特別油習(I)(エ作法B)

E. 舶用機械工学

応用測定法A

内燃機関特誨

応用測定法A

伝熱工学特論，機械工学特別演曹(I)(熱演囲 B), 機械工学特別演習(I)

F. 精密機械工学

表而工学特均汽精密工学特別演習(I), (II), 翠i'i密工学特別実験(I-IIT)

制御工学 11 (I), (II), 11 (I-1[) 

籾密機械工学特別演習(I), (JI), 精密機械工学特別実験(I), (II) 

(I), (II), II (I), (II), (l!I) 

G. 船舶工学

応用測定法",船舶工学演刑(I-IV),船舶工学丈験(I-皿）

構造力学特諭，船舶工学実験，油習(Ill)

H. 電気工学

霞気通に工学特別実験，屯気通に工学論文恰講，霞気通広工

応用制御工堂汽霞気工学特別実験，霞気工学演阿，霞気工学論文恰講
(I), (II) 

霞気工学特別実験，電気工学演囲，霞気工学論文恰講

高電圧工学特論，電気工学特別実験電気工学演習，屯気工学論文輪講
(I), (II) 

応用制御工学汽霞気通信工学特別実験， 電気工学演刑， 霞気工学論文恰講
(I), (II) 

授教 I「月巾 尚
I 

” I右井咆光

助教授［村松貞次郎

" i川股軍也

敦授

助教授

原 広司

岡田恒男

訂5梨 晃 一

~J('/j:)じ rgr惑

1!1「n;, 閤胃1

:It川英夫

鈴木 弘

平尼 収

水町長牛

百．理 厚

右原智男

柴田 穿｝

木内 }ゴさ,占—. 

大野 進

巾桐 滋

； 

敦授：柴田 功

助教授［佐藤滋芳

I 敦授 I大井光四郎

平厄 収

II '北川英夫

助教授 I棚沢一郎

松永正久

,, I大島康次郎

” 植付桓義

助教授 1 中川威雄

敦授 i7計罰草伯

助教授川井忠彦

教授 l森屈義雄

// I沢井善三郎

,, I尼上守夫

” 
，河付逹雄

助教授 1山n 楠雄
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電気遥信工学特別実険，電気遥信工学浪習，電気通信工学論文
CII) I .BJ1敦授 I言羽祖雄

霞気工学特別実険，電気工学演習，電気工学論文綸講(I), (JI) 

I. 電子工学

マイクロ波電子管B,電子工学特別実験，電子工学演四，電子工学論文恰譴
(I), (JI) 

霞子演邸工学特諭(][) // // 

半等体物性工学特論X “’ 
超音設工学特論

マイクロ波回路工学汽電子工学特別実険，電子工学演習，電子工学論文笥
講(I)(JI) 

霞磁界解折論B

遠際測定
”
 ”
 

” 

” 

" i原烏文埋

敦授 吝貰成文

” 渡辺 勝
,, 安逹芳夫
,, ，尾上守夫

II 渓崎襄二

助敦授 買井閂一

” 安田靖彦

’’ 窃木幹雄

” 生狗俊明電子工学特別実験，電子工学演習，電子工学輪請(I), (TI) 

J. 物理工学

応用物理学輪講(I), (TI), 応用物理学実験および演習(I),
1教授 I凡飼安生

光学楓械特論，応用物理学実険および浪習(I), (JI) 

真空工学特論尻応用物理学恰講(I), (JI), 応用物理学実敦および泣習

I), (JI), 応用物理学実検および演習，同特
実埃および演習

波勁工学特論汽応用物理学恰議(I), (JI), 応用物理学実険および演習

K. 冶金学

非破J哀検査法汽応用 X線工学丈険，冶金学特別実険および冶金学演習

特殊金属製練特論 ” 
放射線同位元索冶金学，合金学実険(JI) // 

製鉄特論鉄汽鉄冶金学実駿(JI) // 

合金学特論(JI),合金学実駿(JI) // 

粉末冶金学X II II 

特殊金属製錬特論 ” 
転位遮勁論，合金学実験(JI)

非破嬢検査法汽応用X線工学実険 II 

鉄冶金学実駿(JI) II 

L. 工業化学

工業物理化学特論，工業化学特別実咬および演習

ガラス特論X II 

工業分折化学特論(][) II 

光化学特論汽工業化学特論(VI)II 

工菜分折化学特論(JI) II 

工業化学特論(JIT) II 

l¥I, 合成化学

有槻合成化学(JIT),合成化学特別実険および演習

無機製造化学特論 ” 
有機製造化学特論(I),合成化学特別実験および演習

” 小瀕輝次

助敦授辻 泰

＇， 摂岸膀雄

,, I小介碧夫

敦授一色直文

” 江上一郎

／， 加薯正夫

”倍充

助設授酉川桁一

” 原善四郎
I 

,, I明万和夫
I 

,, I古田洋一

本間禎一

貫筒 I中根千宮

敦授，野崎 弘

今岡 稔

// : 弐蔚裟一
I 

助敦授 I本多健一

早野茂夫

// : 古橙 浩

有搬合成化学(]l[)X
” 
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―
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N. 化学工学

理学系

A. 物理学

物理学特別演習
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文雄

本所の設官：こ指等をうけ本所において研完に従事している大学院学生のうち，本年度に

おいて博士および修士諜祖を修了した者の氏名，研究四目は次のとおりであろ．

博士課程

名 i諜

小沢氾夏三丁三
外山知臼

大山 宏

登坂宣好

積内康人

三角 正明

氏

消水
doせ7
；^沿

伊坂

岩本

ー 百

ニ四

芸平

信行

正人

砂生

明人

良治

正道

齊蒻 昭

手代木琢麿

飯 田貸也

-,, 
廷

＇ 
学 i住宅累燒システムの計氾化：こ閃する研完

デザインプロセスのモデル構成に閃する研究

吊屋恨構造に閃する力学的研完

罪性体の非棟型理論に閃する韮礎的研完

板および設の崩h対称変形に閃する研完

K
3
 

9
}
r
S
 

r
‘り
L 文 目

楓諮・記冒系の磨ZJi設叶法に閃する研究

人間一懐械系の評価に閃する研究

汚凱而における絶綬破竣現象1こ閃する諮礎的研究

霞子ビーム雑音に関する研究

Splat Coolした Al-Fe合金のメスパワー解折

Electrochemical Reduction of Aromatic 
Comdpounds 

” ，半尊体の光霞極反応

合成化学 1 キノン図羽体の反応に1月する研完

,, I, 誓合リン茂坦の合成と分謡に閃する研究

也

昭

夫

直

嘉

英
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田

尾

村

蘇

柴

平

河

斎
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山辺
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恐

収

辻雄

成文

茂夫

Z ド—l、

'"~("' 止、p

修士課程

氏 名 i諜程］

国吉：土木工学 I道堺翌坂部の交遥現知こ図する研完

光二 I " i平百交芯点のfl璽り立壮に工する記已

辻夫 I " : 道路閂裟情造に因する研完

茂 I " : 土木誌叶における日閃間図に閃する研完

" : シュミ

I i有限要菜法の誌農理崎と板系構造物の解折

有限要素法を用いた圧密沈下解折法

1 地下埋設冒の勁的挙勁の韮況的研究

学：大空間の冷房方式に閃する研究

I構成論的叶両学序説ーその方法論と領域構成

文 目

本男

酉村

大町

大方

平井

花）
＂ん

j

” 
II 

II 

Ne  
"-公よ
II 

l欺名

I , 
1/敦授 I
!l助教長
'//  

" 
教授

” 

” 
助教授

I/ 

教授

‘’ 

” 
” 

丸安條印

” 
久保皇三郎

三木五三郎

田村宜四郎

膀田高司

池辺 四
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汀口哲夫建築工学 i設叶に［応する考察

瓢 恵子 I // : 住習慣

II I最適設計法河谷史 郎 I
山田 腔夫； // i柱はり接合部の極阪解折

守屋弓男 i
I 

I 
” 建築構法の付加価俯分析に関する悲礎的研完

昇[I] 耕司・機械工学：クリープコンプライアンス用いた枯郭性応力解肝

i臀本紘古 I ” 材料践衰を考屈した勁的応力解祈の研完

津田 統 I II ロール隙間における圧廷圧力分布

古墜宗膀 i // ! 密度変化を伴う材料の塑性加工

百i「[j 俊樹 I II (多尼遷リールの力学的特性

教 II授 I池辺 II 円

円中 尚

” 
II 

助教授 原 広司

教授 山田嘉町

" 
II i鈴木 ?J_/ , 

御崎 煎 i II [I勁車のスラローム迎動に閃する研究 I/ i亘罪 厚

llWj i→ fl -'  

” 
パワース TJ リングの動的特性に悶lする研完 』 ” ! // 

杭田 隆之 i // 油圧油内の気泡の挙勁 ＜ 

” l石原智男

” ” ” 栢 莞爾 壁付石形純流体素子の切賛え特性 ＇ 

謬部潔産業機械工学流体容開の防振• 耐震に関する砧礎的研究 i " I柴田 閃

安田 元― ” 培殖に閃する韮礎的研究（増殖のプロセスヘのグ i併任教授1 森 政弘
ラフ理論の適用）

船谷 幹男 II I部市自動車交通現象に杖Iする拡礎的研究 I // // 

市村 測 ” 工作機械の振動解析; { II 竹中
助教授佐藤

宮川 泊 " I地震動の非定常性を考廊した応答解析 ” 佐藤滋芳

閂賀孝広舶用機械工学四サイクル機関の放熟に関する研究 教 授 平 尼 収

山田 正 " I自動車における人間の感鎚的評価の解折 ” ” 
内田 誠之 ” 軸流タービン斑流の実験的研究 II 水町長生

前田 徹 ” ・部分送入ラジアルタービン内の流れについて ” ” 
渡辺亜夫 II I二次元ディフューザの流入角の形野について ” 
梅田 正 II I干渉計を用いた二次元応力解析 教授

裕訂令 i享―-i 

I 
II ; 滴状凝縮熱伝；この研究 助教授

息田 昌彦梢密機械工学1 高速梢密位四決め用サーボ機構に閃する研完 教授

田巾 佐 I // I制御における双対性 I " 
城 道介 II /自動加工システム図形処且n I " 

大井光四郎

村りi尺一郎

大邸康次郎

植村恒義

竹原 庸光 " Iホログラフィ干渉による変形の測定に閃する研究 ” ” I I 
右近良孝 II I非定翔 cavitaonに関する研究 ！併任教授田宮 真

小沢 宏臣 ” 前迎速度を（［するACVの焚力に閃する研究 I " " 

明石 彰 " I変断面梁の曲げ捩り解折 助教授川井忠彦

最酋和雄 霞気工学 i交通流最適配分に閃する研完 教授森招義雄

渡辺 開三 // ! サイリスタ無整流子屯動機の研究 II 沢井善三郎

山崎 攻 // iエネルギとじこめ形高結合圧屯振動子のり脊斤C II 尼上 守夫

丸山 義雄 II IQスイッチレーザ照射による放霞ギャップの絶緑 II 河村遠雄
，破壊に1臭lする研究

安川泊一

伊匹忍治

武 田直樹

鈴 木則久

I房笥~ I附阻］
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" I交通流最適配分の数値解法に関する研究 助教授山口楠雄

電子工学

II 

牛休記憶における記路保持のモデル化に閃する研 II 高羽 禎雄
兎
レーザ測距に閲する研究 教授 斎藤成文

拡張機能をもったプログラム言語 ALGOL1"のコ II 渡辺 膀
ンパイラ

M?-::0Sデバイスの特性に関する研究 安逹芳夫



田村敏文 子工学 誘五体薄膜光伝送線路用のプリズム桔合困の研究 教授 浜崎哀二

山下 学 ” 
フェーディングを伴う無線伝送路におけるデータ 助教授 安田靖彦
伝送方式の能率向上に閃する研完

三本 栄 " YAGレーザ ” 
藤井 I乃—

稲吉秀夫 物理工学 :NaClの迅音波減哀

武田光夫 叶鰐ホログラフィに関する研完

屈田 勝 " ヘリウムカドミウムレーザの研完

森藤文雄 治金学 転位高且連動の透過屯顕観察
正夫
洋一

小t木保夫 N 
アル ニウムおよびアルミニ

" トリチラムオートラ

中村正宣 " ＇連続製鋼法の語問題 教授 館 ノゴし

岩崎 政栢 介成化学 gemージハロアジリジンの合成と反応 ,, 浅原 j訊三

浮LU 健吉 II 鋼ーアミン系触媒によるテロメル化の研完 II 

” 
横尾 和之 " 分子構造とレオロジイ " 叶l.f寸 ]ドゾミ

新津 翌 " 合成糊料のレオロジイ ” 
後謀信行

下貞 孟 ’’ Oーフェナントロリンの二鼠化反応 助教授 II 

稲山邦彦 化学工 学 1多孔買体における物買移動 教授 河添邦太朗

2. 受託研究員・研究生など

大学，官公署，会社または闘人の巾し出により，本所において研究に従事し，本所敦宜

の指尊を受けることを希望する者には又正研究旦，研完生， どの闘度が

適用される（その規定は送末 179ページにある）. 45年度においてこれらの間度のもと！こ

研究指尊を又げた者の数は又詑研究旦 45名，研究主 47名である．

3. 研究発表会・講演会•講習会など

A. 生研講習会

工業技術に関する計しい学理と技術，その応用などにつき広く崖業界等の研究者・技対

者を対象としたものて， 45年度は第 8回として，同テーマで 2回閲催した．

なお，今後継続して行なわれる．

1. 主 催：財団法人生饉汲衛研究羹励会

2. 後 長：東京大学生産技術研究所

3. 場 所：第 1回所内大会議室

第 2回

4. 日時：第 1回 flI1和 45年 6月 24日-26日 9.30-17.00

第 2回 昭 和 45年 7)]8日-10日 9.30-17.00 
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5. 受謡者： 433名

6. 睛議内容：「マトリックス法の応用」

姐目は下記のとおり．
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(1) マトリックス法による弾性解析

(2) 平板曲げの数値解析法

(3) 殻構造の有限要素解折

(4) 材料非線形問題解折法

(5) 幾何学的非線形問題

(6) 有限要素法の他の工学問題（非構造分野）への
応用

(7) 動的解折への応用についての最近の話題

(8) 1次方程式の解法に関するニ・三の注慇

(9) 最適設計

同上

助教授川股皿也（エ博）

助教授吉田 裕（エ博）

助教授川井忠彦（エ博）

教授山 田 娼 昭 （ エi曹）
助教授中桐 滋（エ博）

助教授川井忠彦（エl専）

授

授

授

大

授工
教

教

教

教

東

助

柴田 珀（エ膊）

大井光四郎（エ博）

田中 尚（エ博）

中村英夫（エ博）

I摘要
I 

第 1日

第 1日

第 1日

第 2日

第 2日

第 2日

第 3日

第 3日

第 3日

第 3日

B. アイソトープ取扱者所内講習会

各講義ともテキストのコビーを配布し午前中 2時間行ない，講師・助手 10, 名技官 10

名院生 4名など延 34名が参加し， 所内第 1会議室において次の表のとおり行なった． 講

義終了後布望者に対してのみ実習を行なった．

月日 ユ祖~,f' 義 内 容 講 師 聴講者数

7/1 アイソトープ概論 加藤教授 24 

7/8 測定方法 佐藤助手 22 

7/15 放射線防設•安全取扱 佐藤助手 23 

7/22 RI製造・入手・試料澗製 竹内研究旦 15 

7/29 
RI使用例 河添教授

} 20 
RI実習について 佐藤助手
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